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第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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住所（法人にあっ
ては、ｊ芒たる辮務
IJTの所在地）

京都市南区東九条下殿田町２

氏名（法人にあっ
て'２t、名称及び代

友ｆＷ)氏塙）
洛西貨物自動車株式会社代表取締役社長佐藤澄隆

事業者の主たる
業種 貨物自動車運送業

該当する事業者
要件 １－京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

厩臺iil:illj1ifii鵬化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当事業者(大規模運送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道車両
「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 Ｈ２０年４月～Ｈ２３年３月

基本方針

業務拡大する中で、ＣＯ２排出量は売上高の１／２の増加に留める。

推進体制
エコドライブの推進により、燃料消費量の削減に取組む

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

２０～２２ 

２１～２２ 

設備、対象、工程等

運輸部門

運輸部門

措置内容

排ガス規制車両への更新促進（２１％－５０％）

デジタコ導入（５０％以上）Ｈ２１年に１０台、Ｈ２２年７月に５０台、Ｈ２３年３月に１１台導入

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(19）年度
（XIW嵯化炭鑛換舜）

目標年度（計画）

(22）イI渡

（;醗化ijii索換j､〔）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(22）年度
（：酸化炭紫換煎）

増減率
(実績）

265.0ｔ 286.0ｔ 7.9‘１４） 46.3ｔ -82.5（Pii， 

7,038.0ｔ 7,593.0ｔ 7.9りも 3,992.3ｔ -43.3（1t， 

ｔ ｔ (%） ｔ 
(ル

(〕

＊Ｉ ７，３０３．０ｔ ＊２ 7,879.0ｔ 7.9《%） ＊Ｉ 4,038.6ｔ -44.7《11,

本社で１丁っていた|乍業を滋賀地区へ移転し本社地区設備撤去、京都地区事業所排出量は大幅に削減された。また
トラックの減車と滋賀地区への移転により京都地区トラックは１００台未満となり、今後は特定事業者の対象外となる。
なお、デジタコ導入により輸送車両の燃費改善も図った。

、

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

事業所
二酸化炭素換算

売上高

輸送部門
二酸化炭素換算

売上高

合計
二酸化炭素換算

売上高

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹減率（iillllIi） 報告年度（実績） 噸減率（災統）

0.O89t-CO2/百万円 ０．０８３１－CO2/''1.ﾉﾉ''１ -6.7（!'i） 0.021ｔ‐CO2/百万円 -76.4Ｗ， 

2.351ｔ-CO2/百万円 ２．１９１１－(､02/I'iﾉjｌ１Ｉ -6.8（'１<， L816t-CO2/百万円 -22.8‘》i，

2.439ｔ-CO2/百万円 2.2731-CO2/''1.ﾉJlll －６．８（%， L837t-CO2/百万円 -24.7‘”`， 

本社で行っていた作業を滋賀地区へ移転し本社地区設備撤去、
ジタコ導入により輸送車両の燃費改善t)約１ｏ％改善された．

京都地区事業所排出量は大幅に削減された。なお、デ

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の肖'1減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
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差引排出量

(ﾉﾙｌｌｌ合,ｉｌ－ｉ`ill減嫌合`;卜）

基準年度（実績）

＊１ ７，３０３．０ｔ 

目標年度（計画）

(*ｕ１Ｉ輩j１７，８７９．０ｔ

l＃1減率（i汁IIIli）

7.9％ 

報告年度（実績）

(とＩ）（本月） ４，０３８．６ｔ 

哨減率（爽紙）

-44.7％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特になし

特記事 '百

ＩＳＯ９００１：２０００年を２００５年に取得、２０１０年に２００８年版に更新している｢；


